
授業科⽬名 きもの学Ⅰ 

学年・年次 
和裁学科・着物学科共通 
１年次 

単位数 １単位（２１時間） 

授業⽅法 講義 実務教員科⽬ 〇 

担当 ⾼屋美代⼦ テキスト 
きものの基本 
きもののたのしみ 

授業⽬的 
着物全般の種類や着こなしの基本、産地や⽂化、歴史に関する知識を学
び、⾃らの専⾨と結びつけて学んだことを活かす。 

授業概要 
きもの⽂化検定の教本を活⽤し、講義形式で学び、きもの⽂化検定の合
格を⽬指す。 

到達⽬標 きもの⽂化検定４級以上の合格 

授業計画 

第１回 きものを着る時に必要な物・きものの種類と着こなし 
第２回 きものを着る時に必要な物・きものの種類と着こなし 
第３回 基本的な帯の種類・⼩物、⽻織とコート、男のきもの、浴⾐、

各部の名称 
第４回 基本的な帯の種類・⼩物、⽻織とコート、男のきもの、浴⾐、

各部の名称 
第５回 ⼦供のきもの、きものの主な産地と特徴、きものの歴史、 

基本的なコーディネート 
第６回 ⼦供のきもの、きものの主な産地と特徴、きものの歴史、 

基本的なコーディネート 
第７回 素材と夏物、⽇本の⾊、きものの⽂様、⾃信がつく美しい⽴ち

振る舞い・通過儀礼と装い 
第８回 素材と夏物、⽇本の⾊、きものの⽂様、⾃信がつく美しい⽴ち

振る舞い・通過儀礼と装い 
第９回 紋、収納と⼿⼊れ たたみ⽅、きもの⽂化検定試験対策 
第１０回 紋、収納と⼿⼊れ たたみ⽅、きもの⽂化検定試験対策 
第１１回 きもの⽂化検定試験対策 
第１２回 きもの⽂化検定試験対策 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・・授業態度×授業回数（１５％） 
筆記テスト（５０％）・模擬テスト（１５％）・課題提出（１０％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 特になし 

 



授業科⽬名 ⽇本⽂化Ⅰ 

学年・年次 
和裁学科・着物学科共通 
１年次 

単位数 １単位（１５時間） 

授業⽅法 講義 実務教員科⽬ 〇 

担当 
⼤内惣介、松下園甫 
久保村正⾼ 

テキスト プリント 

授業⽬的 着物をより理解するために⽇本⽂化を様々な視点から学ぶ。 

授業概要 
各専⾨講師より⽇本の⽂様、茶道・華道・⾵呂敷の包⽅などを演習や講
義を通して学ぶ。 

到達⽬標 講義や演習をとおして⽇本の⽂化を様々な視点から理解する。 

授業計画 

第１回 ⽇本の⽂様① 
第２回 ⽇本の⽂様② 
第３回 ⽇本の⽂様③ 
第４回 ⽇本の⽂様④ 
第５回 茶道① 
第６回 茶道② 
第７回 ⾵呂敷① 
第８回 ⾵呂敷②  
第９回 華道① 
第１０回 華道② 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・・授業態度×授業回数（１５％） 
課題提出（７５％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 特になし 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 着付けⅠ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 徳⽥ 敦⼦ テキスト なし 

授業⽬的 着付けを知る。 

授業概要 
着物の着付け経験がないことを前提に、基礎（浴⾐）から段階的に着物
を着れるように実習を⾏う。また、⽂化祭などの機会を活⽤し、簡単な
他装に取り組む。 

到達⽬標 
着物の着⽅と帯結びができるようになり、簡単な着付けができるように
なる。 

授業計画 

第１回 浴⾐の⾃装と半⼱帯基本の結び⽅ その１ 
第２回 浴⾐の⾃装と半⼱帯基本の結び⽅ その２ 
第３回 浴⾐の⾃装と半⼱帯アレンジの結び⽅  
第４回 男性浴⾐の着せ⽅と各帯のしめ型 
第５回 浴⾐の他装と半⼱帯基本の結び⽅復習 
第６回 浴⾐の他装と半⼱帯のアレンジ 
第７回 ⻑襦袢と着物の⾃装 
第８回 着物の⾃装と名古屋帯の結び⽅ その１ 
第９回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１０回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１１回 着物の⾃装と名古屋帯の結び⽅ その２ 
第１２回 着物の⾃装 喪服の着⽅ 
第１３回 着物の⾃装と名古屋帯の結び⽅復習 
第１４回 着物の⾃装 実技テスト 
第１５回 着物の⾃装と袋帯基本の結び⽅ その１ 
第１６回 ⻑襦袢と着物の他装 
第１７回 着物と名古屋帯の他装 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
各回実習評価（４０％）実技テスト（３５％） 
 １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 

授業中に⾏うデモンストレーションは動画撮影で記録してもよいことと
するため、実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 
※本事業の単位取得と第１０回実技授業参加で着付け技能⼠２級の受験
資格の⼀部を満たすこととなる。 

 



授業科⽬名 着付けⅠ（男⼦） 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 徳⽥ 敦⼦ テキスト なし 

授業⽬的 着付けを知る。 

授業概要 
着物の着付け経験がないことを前提に、基礎（浴⾐）から段階的に着物を
着れるように実習を⾏う。また、⽂化祭などの機会を活⽤し、簡単な他装
に取り組む。 

到達⽬標 
着物の着⽅と帯結びができるようになり、簡単な着付けができるようにな
る。 

授業計画 

第１回 浴⾐の⾃装と⾓帯のしめ⽅ 
第２回 浴⾐の⾃装と⾓帯のしめ⽅ 
第３回 ⼥性浴⾐の着せ⽅ 
第４回 ⼥性浴⾐の着せ⽅と半⼱帯基本の結び⽅ その１・その２ 
第５回 ⼥性浴⾐の着せ⽅と半⼱帯のアレンジ 
第６回 ⻑襦袢と着物の⾃装 
第７回 ⻑襦袢と着物と袴の⾃装 
第８回 ⼥性⻑襦袢と着物と袴の⾃装 
第９回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１０回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１１回 ⼥性着物と名古屋帯の他装 
第１２回 着物と袴の⾃装復習 
第１３回 着物と袴の⾃装 実技テスト 
第１４回 着物の⾃装 実技テスト 
第１５回 ⼥性着物と名古屋帯の他装 
第１６回 ⼥性着物と袋帯基本の結び⽅ その１ 
第１７回 ⾃装か他装の復習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
各回実習評価（４０％）実技テスト（３５％） 
 １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 

授業中に⾏うデモンストレーションは動画撮影で記録してもよいこととす
るため、実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 
※本事業の単位取得と第１０回実技授業参加で着付け技能⼠２級の受験資
格の⼀部を満たすこととなる。 

 



授業科⽬名 浴⾐Ⅱ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 浴⾐の製作を通して、和裁の基礎知識・基礎動作を知り覚える。 

授業概要 
浴⾐製作を通して、和裁の基礎の和裁の基礎動作の修得と着物の縫製理
解を学ぶ。 

到達⽬標 

１．⼿縫いの基礎縫いができる。 
２．縫製の動作を学ぶ。 
３．⻑着の構成と構造を学ぶ。 
４．縫製⼯程を学ぶ。 

授業計画 

第１回 裁断の決まりと⼿順の説明と演習 
第２回 袖、部分の縫い⽅の説明と演習 
第３回 袖、部分の縫い⽅の説明と演習 
第４回 たてくけ縫い⽅の説明と演習 
第５回 たてくけ縫い⽅の説明と演習 
第６回 衿作り⽅の説明と演習 
第７回 衿作り⽅の説明と演習 
第８回 衿作り⽅の説明と演習 
第９回 衿作り⽅の説明と演習 
第１０回 袖付けの説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 浴⾐Ⅱ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 浴⾐の製作を通して、和裁の基礎知識・基礎動作を知り覚える。 

授業概要 
浴⾐製作を通して、和裁の基礎の和裁の基礎動作の修得と着物の縫製理
解を学ぶ。 

到達⽬標 

５．⼿縫いの基礎縫いができる。 
６．縫製の動作を学ぶ。 
７．⻑着の構成と構造を学ぶ。 
８．縫製⼯程を学ぶ。 

授業計画 

第１回 裁断の決まりと⼿順の説明と演習 
第２回 袖、部分の縫い⽅の説明と演習 
第３回 袖、部分の縫い⽅の説明と演習 
第４回 たてくけ縫い⽅の説明と演習 
第５回 たてくけ縫い⽅の説明と演習 
第６回 衿作り⽅の説明と演習 
第７回 衿作り⽅の説明と演習 
第８回 衿作り⽅の説明と演習 
第９回 衿作り⽅の説明と演習 
第１０回 袖付けの説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 浴⾐Ⅲ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 1単位（４５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 部分縫いを通し細かな⼿順を覚え、縫製上の要点と要領を⾝に付ける。 

授業概要 
着物の縫製で複雑な袖・衿の細かな⼿順を理解するとともに、縫製上の
要点と要領を⾝に付けるため、袖・衿付け、衿始末の反復練習を⾏う。 

到達⽬標 

９．⼿縫いの基礎縫いができる。 
１０． 縫製の動作を学ぶ。 
１１． ⻑着の構成と構造を学ぶ。 
１２． 縫製⼯程を学ぶ。 

授業計画 

第１回 袖部分縫いの反復練習 衿付けの反復練習 衿始末反復練習 
第２回 袖部分縫いの反復練習 衿付けの反復練習 衿始末反復練習 
第３回 袖部分縫いの反復練習 衿付けの反復練習 衿始末反復練習 
第４回 袖部分縫いの反復練習 衿付けの反復練習 衿始末反復練習 
第５回 袖部分縫いの反復練習 衿付けの反復練習 衿始末反復練習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 浴⾐Ⅳ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 浴⾐の制作を通し各⼯程の⼿順と縫い⽅を覚え動作を⾝に付ける。 

授業概要 
学んできた基礎を活かして、着物づくりが流れでわかり、スムーズにで
きるように、はじめから完成まで通して浴⾐の制作実習をおこなう。 

到達⽬標 

１３． ⼿縫いの基礎縫いができる。 
１４． ⼤まかな⼯程を理解している。 
１５． 各⼯程での⼿順をおおむね覚えている。 
１６． スムーズにできる。 

授業計画 

第１回 ヘラ付けの説明と演習 
第２回 袖付り演習 
第３回 たて縫い決まりの復習と演習 
第４回 ⼱ベラ基本の説明と演習 たて縫い演習 
第５回 たてくけ部分始末の説明と演習 
第６回 たてくけ決まりの復習と演習 
第７回 衿作り・衿付け演習 
第８回 衿始末の決まりの説明と演習 
第９回 衿くけ演習 
第１０回 袖付け演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 浴⾐Ⅴ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
浴⾐の制作を通し各⼯程の⼿順と縫い⽅を覚えきり、動作をスムーズに
する。 

授業概要 
着物づくりの基本の理解を定着させ、スムーズに実習できるようになる
ため繰り返してはじめから完成まで通して浴⾐の制作実習をおこなう。 

到達⽬標 

１７． ⼿縫いの基礎縫いができる。 
１８． ⼤まかな⼯程を理解している。 
１９． 各⼯程での⼿順を覚えている。 
２０． スムーズにできる。 

授業計画 

第１回 ⼨法割り出しと柄配置の説明と演習 
第２回 袖付り演習 
第３回 ヘラ準備の説明と演習 ヘラ付け演習 
第４回 ⼱ベラ応⽤の説明と演習 たて縫い演習 
第５回 たて縫い演習 
第６回 たてくけ演習 
第７回 たてくけ演習 
第８回 衿作り柄配置の説明と演習 衿付け演習 
第９回 衿始末・くけ演習 
第１０回 袖付け演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 浴⾐Ⅵ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 男物浴⾐の製作を通し⼥物との違いを覚え、⼿順の応⽤を理解する。 

授業概要 
これまでおこなってきた⼥物浴⾐と男物の違いを理解するため男物浴⾐
実習をおこなう。 

到達⽬標 
２１． ⼿縫いの基礎縫いができる。 
２２． 男⼥の着物の形の違いを学ぶ。 
２３． 形の違いによる⼿順・やり⽅の違いを学ぶ。 

授業計画 

第１回 ⼨法割出しと柄配置の説明と演習 
第２回 袖付り演習 
第３回 ヘラ準備の説明と演習 ヘラ付け演習 
第４回 ⼱ベラとたて縫い部分始末の説明と演習 
第５回 たて縫い演習 
第６回 たてくけ部分始末の説明と演習 
第７回 たてくけ演習 
第８回 衿作り柄配置の説明と演習 衿付け演習 
第９回 衿始末・くけ演習 
第１０回 袖付け演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅰ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 着物科学⽣浴⾐製作を通し出来栄えを意識し、技術向上を図る。 

授業概要 

より実践的に和裁の知識・技術を⾼めるために、校外学習で着⽤する着
物学科の学⽣の浴⾐製作をおこなう。校外学習で⾃分が縫製した浴⾐を
⾒ることで、出来栄えの意識向上や実習の中での振り返りが⾏えるよう
になる。 

到達⽬標 

２４． ⼿縫い基礎縫いができる。 
２５． ⼯程・⼿順を覚えている。 
２６． スムーズにできる。 
２７． 出来栄えを意識している。 

授業計画 

第１回 縫製カードと指⽰書の⾒⽅ 把握内容の説明 
第２回 ヘラ準備復習と実習 
第３回 袖付り実習 
第４回 ヘラ付け・たて縫い実習 
第５回 ⼱ヘラ・たて縫い実習 
第６回 たてくけ実習 
第７回 たてくけ実習 
第８回 衿作り・衿付け実習 
第９回 衿始末・くけ実習 
第１０回 袖付け実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 単⾐⻑着 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 １単位（４５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 浴⾐で学んだ内容をもとに、絹物の仕⽴て⽅を学ぶ。 

授業概要 
これまでおこなってきた⽊綿の⼥物浴⾐と絹物の単⾐⻑着の違いを理解
し、絹物のより繊細になる扱い⽅を学ぶため単⾐⻑着の部分実習をおこ
なう。 

到達⽬標 
２８． 絹物で基礎縫いができる。 
２９． 新しい縫い⽅を学ぶ。 
３０． ⽊綿と絹物と仕⽴て⽅が違うことを理解する。 

授業計画 

第１回 衿先部分縫い 
第２回 背伏せ、接ぎ⽅、縫い⽅説明と演習 
第３回 衿作り説明と演習 
第４回 衿作り説明と演習 
第５回 衿始末説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 袷⻑着Ⅰ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 浴⾐と単⾐⻑着で学んだ内容をもとに、袷⻑着の縫い⽅を学ぶ。 

授業概要 
これまでの浴⾐と単⾐⻑着で学んだことを活かして、単⾐と違う部分を
中⼼に袷⻑着の部分演習をおこなう。 

到達⽬標 
３１． 絹物で基礎縫いができる。 
３２． 袷⻑着の構成と構造を学ぶ。 
３３． 縫製⼯程を学ぶ。 

授業計画 

第１回 形と名称、縫製⽤語の説明 
第２回 ヘラ付け説明と演習 
第３回 表たて縫い演習 
第４回 裏たて縫い説明と演習 
第５回 表衿作り・衿付け演習 
第６回 裏衿作り・付けの説明と演習 
第７回 裾合わせ説明と演習 
第８回 中とじ説明と演習  
第９回 中とじ説明と演習 
第１０回 衿始末・くけ説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 袷⻑着Ⅱ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 浴⾐と単⾐⻑着で学んだ内容をもとに、袷⻑着の縫い⽅を学ぶ。 

授業概要 
これまでの浴⾐と単⾐⻑着で学んだことを活かして、単⾐と違う部分を
中⼼に袷⻑着の演習をおこなう。 

到達⽬標 
３４． 絹物で基礎縫いができる。 
３５． 袷⻑着の構成と構造を学ぶ。 
３６． 縫製⼯程を学ぶ。 

授業計画 

第１回 ヘラ付け復習と演習 
第２回 表たて縫い演習 
第３回 裏たて縫い復習と演習 
第４回 表衿作り・衿付け演習 
第５回 裏衿作り・付けの復習と演習 
第６回 裾合わせ復習と演習 
第７回 中とじ復習と演習 
第８回 中とじ復習と演習 
第９回 衿始末・くけ復習と演習 
第１０回 袖作り部分縫い説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 袷⻑着Ⅲ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
浴⾐と単⾐⻑着で学んだ内容をもとに、袷⻑着絹物の縫製上の決まりを
学び、決まりに沿った縫い⽅を覚える。 

授業概要 
袷⻑着の縫製上の決まりの説明を受け、それに沿った縫い⽅ができるよ
うに袷⻑着の演習をおこなう。 

到達⽬標 

３７． 絹物で基礎縫いができる。 
３８． 袷⻑着の構成と構造を理解している。 
３９． 縫製⼯程を覚えている。 
４０． 各⼯程での⼿順を覚えている。 

授業計画 

第１回 ヘラ付けの説明と演習 
第２回 表たて縫い決まりの説明と演習 
第３回 裏たて縫い決まりの説明と演習 
第４回 表衿作り・衿付け決まりの説明と演習 
第５回 裏衿作り・付け決まりの説明と演習 
第６回 裾合わせ復習・決まりの説明と演習 
第７回 中とじ復習と演習 
第８回 中とじ復習と演習 
第９回 衿始末・くけ説明と演習 
第１０回 袖作り部分縫い説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 袷⻑着Ⅳ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 袷⻑着絹物の縫製上の決まりを覚え、決まりに沿った縫い⽅を覚える。 

授業概要 
袷⻑着の縫製上の決まりに沿った縫い⽅ができるように袷⻑着の演習を
おこなう。 

到達⽬標 

４１． 絹物で基礎縫いができる。 
４２． 袷⻑着の構成と構造を理解している。 
４３． 縫製⼯程を覚えている。 
４４． 各⼯程での⼿順を覚えている。 

授業計画 

第１回 ヘラ付け復習と演習 
第２回 表たて縫い演習 
第３回 裏たて縫い演習 
第４回 表衿作り・付け演習 
第５回 裏衿作り・付け演習 
第６回 裾合わせ演習 
第７回 中とじ演習 
第８回 中とじ演習 
第９回 衿始末・くけ演習 
第１０回 袖付け説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 袷⻑着Ⅴ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
袷⻑着絹物の縫製上の決まりを理解し、決まりに沿った縫い⽅を覚えき
る。 

授業概要 
袷⻑着の縫製上の決まりに沿った縫い⽅ができるように繰り返し袷⻑着
の演習をおこなう。 

到達⽬標 

４５． 絹物で基礎縫いができる。 
４６． 袷⻑着の構成と構造を理解している。 
４７． 縫製⼯程を覚えている。 
４８． 各⼯程での⼿順を覚えている。 

授業計画 

第１回 ヘラ付け演習 
第２回 表たて縫い演習 
第３回 裏たて縫い演習 
第４回 表衿作り・付け演習 
第５回 裏衿作り・付け演習 
第６回 裾合わせ演習 
第７回 中とじ演習 
第８回 中とじ演習 
第９回 衿始末・くけ演習 
第１０回 袖付け演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 ⻑襦袢Ⅰ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 １単位（４５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
浴⾐で学んだ内容をもとに、⻑襦袢の縫い⽅を学び。新しい縫い⽅を覚
える。 

授業概要 
これまで学んできた⻑着と⻑襦袢の違いを理解し、⻑襦袢の新しい縫い
⽅を学ぶため⻑襦袢の縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 

４９． 絹物で基礎縫いができる。 
５０． ⻑襦袢の構成と構造を理解している。 
５１． 縫製⼯程を覚えている。 
５２． 各⼯程での⼿順を覚えている。 

授業計画 

第１回 袖作り説明と演習 
第２回 ヘラ付け・たて縫い説明と演習 
第３回 たてくけ説明と演習 
第４回 衿作り・付け・衿始末・くけ説明と演習 
第５回 袖付け説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 ⻑襦袢Ⅱ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 １単位（４５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
袷⻑着で学んだ内容をもとに、⻑襦袢の縫い⽅を学び。新しい縫い⽅を
覚える。 

授業概要 
これまで学んできた⻑着と⻑襦袢の違いを理解し、⻑襦袢の新しい縫い
⽅を学ぶため⻑襦袢の縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 

５３． 絹物で基礎縫いができる。 
５４． ⻑襦袢の構成と構造を理解している。 
５５． 縫製⼯程を覚えている。 
５６． 各⼯程での⼿順を覚えている。 

授業計画 

第１回 付属品の説明とその縫い⽅ 
第２回 袷⻑襦袢の構成と構造の説明 
第３回 袷⻑襦袢ヘラ付け説明と表たて縫い演習 
第４回 袷⻑襦袢裏あて縫い・中とじの説明と演習 
第５回 袖付け・衿付け・衿始末・くけ説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅱ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
１年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
産学実習を通し、これまで学んだことを実践的に⾏い、基礎知識の定着
と縫製技術の向上を図る。 

授業概要 
産学協同システムを活⽤し、浴⾐・⻑襦袢・単⾐⻑着・袷⻑着等を実習
課題として実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
５７． 期限内に仕上げることができる。 
５８． 縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 きもの学Ⅱ 

学年・年次 
和裁学科・着物学科共通 
２年次 

単位数 １単位（２１時間） 

授業⽅法 講義 実務教員科⽬ 〇 

担当 
⼤原敏敬・⼤原健嗣 
⽯崎功 

テキスト 
きものの基本 
きもののたのしみ 

授業⽬的 
きもの学１の知識をより専⾨的な学びを通して、着物をより深く理解す
る。 

授業概要 和服地、着物の流通、着物の管理等の専⾨的内容を講義形式で学ぶ 

到達⽬標 着物業界で働くための着物の専⾨知識を⾝に付ける。 

授業計画 

第１回 和服地① 
第２回 和服地② 
第３回 和服地③ 
第４回 和服地④ 
第５回 和服地⑤ 
第６回 和服地⑥ 
第７回 着物の管理① 
第８回 着物の管理② 
第９回 着物の流通① 
第１０回 着物の流通② 
第１１回 時代テーマ① 
第１２回 時代テーマ② 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
・課題提出（７５％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 ⽇本⽂化Ⅱ 

学年・年次 
和裁学科・着物学科共通 
２年次 

単位数 １単位（１５時間） 

授業⽅法 講義 実務教員科⽬ 〇 

担当 
⼋⽊尚宏、松下園甫 
岡本輸志、森本勇也 
熊⾕宝⼦ 

テキスト プリント 

授業⽬的 着物をより理解するために⽇本⽂化を様々な視点から学ぶ。 

授業概要 
各専⾨講師より⽇本の⽂様、茶道・華道・⾵呂敷の包⽅などを演習や講
義を通して学ぶ。 

到達⽬標 講義や演習をとおして⽇本の⽂化を様々な視点から理解する。 

授業計画 

第１回 神社① 
第２回 神社② 
第３回 茶道① 
第４回 陰陽五⾏ 
第５回 茶道② 
第６回 家紋 
第７回 華道① 
第８回 華道②  
第９回 平安装束① 
第１０回 平安装束② 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・・授業態度×授業回数（１５％） 
課題提出（７５％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 特になし 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 着付けⅡ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 徳⽥ 敦⼦ テキスト なし 

授業⽬的 他装ができるようになる。 

授業概要 
着物の袋帯を中⼼に他装の着付けができるように実習をおこない、基礎か
らアレンジまで様々な帯結びができるようになる。 

到達⽬標 他装ができるようになり、様々な帯結びが結べるようになる。 

授業計画 

第１回 着物の⾃装と名古屋帯・袋帯の復習 
第２回 普段着着物の他装の復習 
第３回 体型別補正と⻑襦袢・着物の他装  
第４回 着物の他装と袋帯結び⽅ その１ 
第５回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 2 
第６回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 3 
第７回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 4 
第８回 着物の他装と袋帯結び⽅アレンジ その１ 伊達衿の使い⽅ 
第９回 着物の他装と袋帯結び⽅アレンジ その 2 伊達衿の使い⽅ 
第１０回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１１回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１２回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 2〜アレンジその２までの復習 
第１３回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 2〜アレンジその２までの復習 
第１４回 着物の他装と袋帯結び⽅ その１の復習 
第１５回 着物の他装と袋帯結び⽅ その１の復習 
第１６回 着物の他装 実技テスト 
第１７回 ⾃装か他装⼥袴の着付け 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
各回実習評価（４０％）実技テスト（３５％） 
 １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 

授業中に⾏うデモンストレーションは動画撮影で記録してもよいこととす
るため、実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 
※本事業の単位取得と第１０回実技授業参加で着付け技能⼠２級の受験資
格の⼀部を満たすこととなる。 

 



授業科⽬名 着付けⅡ（男⼦） 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 徳⽥ 敦⼦ テキスト なし 

授業⽬的 他装ができるようになる。 

授業概要 
着物の袋帯を中⼼に他装の着付けができるように実習をおこない、基礎か
らアレンジまで様々な帯結びができるようになる。 

到達⽬標 他装ができるようになり、様々な帯結びが結べるようになる。 

授業計画 

第１回 着物の⾃装と各帯のしめ⽅・袴の着⽅の復習 
第２回 普段着着物の他装の復習 
第３回 体型別補正と⻑襦袢・着物の他装  
第４回 着物の他装と袋帯結び⽅ その１ 
第５回 ⼥性浴⾐他装の復習 
第６回 ⼥性浴⾐他装の復習と半⼱帯アレンジ 
第７回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 2 
第８回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 3 
第９回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 4 
第１０回 着物の他装と袋帯結び⽅アレンジ その１ 伊達衿の使い⽅ 
第１１回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１２回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１３回 着物の他装と袋帯結び⽅アレンジ その 2 伊達衿の使い⽅ 
第１４回 着物の他装と袋帯結び⽅ その１の復習 
第１５回 着物の他装 実技テスト 
第１６回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 2〜アレンジその２までの復習 
第１７回 着物の他装と袋帯結び⽅ その 2〜アレンジその２までの復習 
第１８回 他装⼥袴の着付け 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
各回実習評価（４０％）実技テスト（３５％） 
 １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 

授業中に⾏うデモンストレーションは動画撮影で記録してもよいこととす
るため、実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 
※本事業の単位取得と第１０回実技授業参加で着付け技能⼠２級の受験資
格の⼀部を満たすこととなる。 



授業科⽬名 袷⻑着応⽤Ⅰ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
袷⻑着の各種の課題を通し新しい要素を理解し、知識・縫い⽅の応⽤⼒
を養う。 

授業概要 
袷⻑着の各種類に応じた縫製上の決まりに沿った縫い⽅ができるように
各種の袷⻑着の部分演習をおこなう。 

到達⽬標 
５９． 課題を期限内に仕上げられる。 
６０． 基礎知識を応⽤することができる。 
６１． 縫い⽅を応⽤することができる。 

授業計画 

第１回 修理の⼿順と考え⽅の説明と演習 
第２回 修理演習 
第３回 喪服・留袖の概要と紋合わせ、ぐし縫い⽅の説明と演習 
第４回 留袖付け⽐翼の概要と⽐翼⾝頃の構成と構造の説明と演習 
第５回 留袖付け⽐翼衿の構成と構造の説明と演習 
第６回 留袖付け⽐翼袖の構成と構造の説明と演習演習 
第７回 絵⽻物の縫い⽅の説明と演習 
第８回 絵⽻物の柄の合わせ⽅と演習 その１ 
第９回 絵⽻物の柄の合わせ⽅と演習 その２ 
第１０回 絵⽻物の柄合わせ総合演習 
第１１回 男物の材料と縫い⽅の説明と演習 
第１２回 補綴の仕⽅の説明と演習 
第１３回 バチ衿の縫い⽅の説明と演習 
第１４回 ⽤尺不⾜の時の考え⽅の説明 
第１５回 ⽤尺不⾜の時の衿作りの説明と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 



授業科⽬名 袷⻑着応⽤Ⅱ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
袷⻑着の各種の課題を通し新しい要素を理解し、知識・縫い⽅の応⽤⼒
を養う。 

授業概要 
袷⻑着の各種類に対応できるよう⾜し布・⼆部式・ミシン・綿⼊れなど
応⽤的な考え⽅の理解と部分演習をおこなう。 

到達⽬標 
６２． 課題を期限内に仕上げられる。 
６３． 基礎知識を応⽤することができる。 
６４． 縫い⽅を応⽤することができる。 

授業計画 

第１回 ⽣地の特性による整え⽅ その１ 
第２回 ⽣地の特性による整え⽅ その２ 
第３回 ⾜し布の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その１ 
第４回 ⾜し布の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その 2 
第５回 ⾜し布の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その 3 
第６回 ⼆部式の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その１ 
第７回 ⼆部式の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その 2 
第８回 ⼆部式の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その 3 
第９回 ミシンの取り扱い 
第１０回 ミシン縫製の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その１ 
第１１回 ミシン縫製の考え⽅と縫い⽅の説明と演習 その 2 
第１２回 ミシン演習 
第１３回 ミシン演習 
第１４回 フキ綿⼊れ演習 その１ 
第１５回 フキ綿⼊れ演習 その２ 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 



授業科⽬名 帯 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 １単位（４５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 茂⾥ 恵 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 
名古屋帯の柄付け位置を理解し、仕⽴て⽅を学ぶ。作り帯の仕⽴て⽅を
学ぶ。 

授業概要 
名古屋帯と作り帯の仕⽴て⽅を理解しできるようになるため名古屋帯と
作り帯の製作実習をおこなう。 

到達⽬標 
６５． 名古屋帯の柄付け位置を理解している。 
６６． 作り帯が仕⽴てられる。 

授業計画 

第１回 名古屋帯の形と名称、材料の説明 
第２回 帯芯の使い⽅の説明と演習 
第３回 太⿎の縫い⽅と演習 
第４回 ⼿先の縫い⽅と演習 
第５回 作り帯の縫い⽅と演習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 裁断 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 
茂⾥ 恵 
安⽥ 有希 

テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 裁断の基礎知識と基本⼿順を学び、裁断の流れを実践する。 

授業概要 
裁断の基本的な⼿順の理解と各種における裁断上の注意点も理解して裁
断実習をおこなう。 

到達⽬標 
６７． 裁断の流れがわかる。 
６８． 引き合い⽂章が正しく書ける。 

授業計画 

第１回 検反の説明と演習 その１ 
第２回 検反の説明と演習 その２ 
第３回 ⾶び柄の⾒⽅と⾒積もり⽅の説明と演習 
第４回 紋付の⾒積もり⽅の説明と演習 
第５回 袷の⾒積もり⽅の説明と演習 
第６回 絵⽻物の⾒積もり⽅の説明と演習 
第７回 裁断総合実習 
第８回 裁断総合実習 
第９回 裁断総合実習 
第１０回 裁断総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅲ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
６９． 期限内に仕上げることができる。 
７０． 縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
７１． 取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅳ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が１７点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅴ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅵ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅶ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅷ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅸ 

学年・年次 
和裁科・和裁研究科 
２年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が１７点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 きもの学Ⅲ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 講義 実務教員科⽬ 〇 

担当 各教員・講師 テキスト  

授業⽬的 
学⽣⾃⾝が個々に深めたい専⾨的なテーマを、教員・講師・関係者と連
携しながら、⾃⾝が⾝に付けた専⾨技術を活かして研究制作ができるよ
うになる。 

授業概要 
学⽣⾃⾝が個々に深めたい専⾨的なテーマにあわせて、教員・講師が個
別に指導し、外部関係者と協⼒しながら専⾨テーマにあわせた研究制作
をおこなう。 

到達⽬標 
外部の専⾨家・機関と関係性をもち、専⾨的なテーマを深めることがで
きる。 
専⾨技術で専⾨的テーマに沿った制作物をつくることができる。 

授業計画 
オリエンテーション  
各教員・講師と専⾨テーマに沿った研究制作 
 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％）・ 
課題提出（４５％）・課題研究の内容（３０％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 特になし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 和裁ビジネス１ 

学年・年次 
和裁専⾨科１年次 
和裁研究科３年次 

単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実習 実務教員科⽬ 〇 

担当 ⼤森 貴之 テキスト なし 

授業⽬的 
着物のリサイクルの現状を知り、廃棄する着物に新たな価値を考え企画
し、仕⽴て替えの技術を学び商品を制作する。 

授業概要 

㈱エコリンク・（⼀社）⽇本和裁⼠会⼤阪府⽀部と連携して、㈱エコリ
ンクの関⻄倉庫でリサイクル着物の仕分け実習を⾏い、その中で廃棄す
る着物から仕⽴て替えによりあらたな価値をもった商品を実習で制作す
る。 

到達⽬標 
きものの仕分けの⽬利きの基礎がわかる。 
仕⽴て替えができるようになる。 

授業計画 
㈱エコリンク関⻄倉庫にて着物仕分け実習 
仕⽴て替えについての考え⽅講義 
仕⽴て替え実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・・授業態度×授業回数（１５％） 
・課題提出（７５％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 特になし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 着付けⅢ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 徳⽥ 敦⼦ テキスト 着付け技能検定の過去問 

授業⽬的 他装の技術を磨く 

授業概要 
着付け技能⼠２級の合格を⽬指して検定対策実習をおこなう。花嫁⾐裳及
び振袖の礼装着付けも⾏う。 

到達⽬標 着付け技能検定２級合格レベルの技術を⾝につける。 

授業計画 

第１回 着物の⾃装と名古屋帯・袋帯の復習 
第２回 着物他装、⻑襦袢の着付け、準備の仕⽅ 
第３回 訪問着着付け  
第４回 訪問着着付け 
第５回 訪問着着付けと袋帯⼆重太⿎ 
第６回 訪問着着付けと袋帯⼆重太⿎ 
第７回 検定試験対策 時間配分と⼨法 
第８回 検定試験演習 
第９回 検定試験演習のフィードバック 
第１０回 検定試験演習 
第１１回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１２回 ⽂化祭 他装実践演習 
第１３回 検定試験演習 
第１４回 花嫁着付け 
第１５回 花嫁着付け 
第１６回 振袖着付けと袋帯の結び⽅ 
第１７回 振袖着付けと袋帯の結び⽅ 実技テスト 
第１８回 他装か⾃装⼥袴の着付け 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
各回実習評価（４０％）実技テスト（３５％） 
 １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 

授業中に⾏うデモンストレーションは動画撮影で記録してもよいこととす
るため、実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 
※本事業の単位取得と第１０回実技授業参加で着付け技能⼠２級の受験資
格の⼀部を満たすこととなる。 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅹ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅺ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）Ⅻ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅢ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅣ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅤ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３０点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅥ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３０点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅦ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３０点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅧ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３０点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅨ 

学年・年次 
和裁専⾨科 １年次 
和裁研究科 ３年次 

単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２４点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 きもの学Ⅳ 

学年・年次 和裁研究科 ４年次 単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 講義 実務教員科⽬ 〇 

担当 各教員・講師 テキスト  

授業⽬的 
学⽣⾃⾝が個々に深めたい専⾨的なテーマを、教員・講師・関係者と連
携しながら、⾃⾝が⾝に付けた専⾨技術を活かして研究制作ができるよ
うになる。 

授業概要 
学⽣⾃⾝が個々に深めたい専⾨的なテーマにあわせて、教員・講師が個
別に指導し、外部関係者と協⼒しながら専⾨テーマにあわせた研究制作
をおこなう。 

到達⽬標 
外部の専⾨家・機関と関係性をもち、専⾨的なテーマを深めることがで
きる。 
専⾨技術で専⾨的テーマに沿った制作物をつくることができる。 

授業計画 
各教員・講師と専⾨テーマに沿った研究制作 
 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％）・ 
課題提出（４５％）・課題研究の内容（３０％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 特になし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 和裁ビジネスⅡ 

学年・年次 和裁研究科 ４年次 単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実習 実務教員科⽬ 〇 

担当 ⼤原 加容⼦ テキスト なし 

授業⽬的 

独⽴⾃営和裁⼠に必要な、展⽰会場などでの採⼨・要望のヒアリング・
加⼯伝票の記⼊及び接客⽅法を学び、和裁⼠に反物が来るまでの業務を
理解する。 
着物のお⼿⼊れの業務と接客相談業務を理解する。 

授業概要 
和裁⼠の⼿元に来るまでの流れを、展⽰会場などでの採⼨・加⼯伝票の
記⼊、接客⽅法を経験する。㈱ayanasuと連携して、着物のお⼿⼊れの
実務を理解し、実店舗でのきもののお⼿⼊れ接客業務を経験する。 

到達⽬標 
きものの仕⽴てをするための採⼨・要望を聞き加⼯伝票を記⼊すること
ができる。 
きもののお⼿⼊れの実務と接客⽅法を理解する。 

授業計画 

きもの商社での展⽰会での採⼨・要望のヒアリング・加⼯伝票の記⼊及
び接客⽅法実習 
引き合い⽅法等加⼯業務実習 
着物のお⼿⼊れの実務の⾒学 
実店舗でのきもののお⼿⼊れ接客業務実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・・授業態度×授業回数（１５％） 
・課題提出（７５％） 
１００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 特になし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 着付けⅣ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 １単位（３０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 徳⽥ 敦⼦ テキスト 着付け技能検定の過去問 

授業⽬的 他装の技術を磨き⾼める 

授業概要 
着付け技能⼠２級の合格を⽬指して検定対策実習、花嫁⾐裳及び袴着付け
の復習を⾏う。講師アシスタントとして１年⽣の授業に参加し、指導の⽅
法について学ぶ。 

到達⽬標 
着付け技能検定２級合格レベルの技術を⾝につける。 
実践の現場でアシスタントとして着付けができるようになる。 
講師の業務を理解し、アシスタントとして対応できる。 

授業計画 

第１回 検定課題 ⼨法の取り⽅、補正と⻑襦袢着付け 
第２回 検定課題 訪問着の着せ⽅と⼆重太⿎ 
第３回 検定課題 所作、美しさクオリティ 
第４回 検定課題 時間間隔と配分 
第５回 訪問着着付けと袋帯⼆重太⿎ 
第６回 訪問着着付けと袋帯⼆重太⿎ 
第７回 検定試験対策 時間配分と⼨法 
第８回 検定試験演習 
第９回 検定試験演習のフィードバック 
第１０回 講師アシスタント⻑襦袢の着⽅と普段着着物の着⽅の指導⽅法 
第１１回 講師アシスタント⻑襦袢の着⽅と名古屋帯の結び⽅の指導⽅法 
第１２回 ２・３・４合同 着物の着せ⽅（和ッザニア） 
第１３回 花嫁着付け 
第１４回 花嫁着付け 
第１５回 振袖着付けと袋帯の結び⽅復習 
第１６回 振袖着付けと着崩れの直し⽅ 
第１７回 振袖着付けと袋帯の結び⽅ 実技テスト 
第１８回 他装か⾃装⼥袴の着付け 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
各回実習評価（４０％）実技テスト（３５％） 
 １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 

授業中に⾏うデモンストレーションは動画撮影で記録してもよいこととす
るため、実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 
※本事業の単位取得と第１０回実技授業参加で着付け技能⼠２級の受験資
格の⼀部を満たすこととなる。 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅪ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅫ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩⅢ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩⅣ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 3単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩⅤ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ２単位（９０時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が２５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩⅥ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩⅦ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩⅧ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（１３５時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
１．期限内に仕上げることができる。 
２．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
３．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



授業科⽬名 全縫製作（産学）ⅩⅩⅨ 

学年・年次 和裁研究科４年次 単位数 ３単位（135時間） 

授業⽅法 実技 実務教員科⽬ 〇 

担当 安⽥ 有希 テキスト 
きものⅠ  
オリジナルテキスト 
（⼤原和服専⾨学園） 

授業⽬的 実践を通し、知識・技術を修得する。 

授業概要 産学協同システムを活⽤し、実践的な和裁縫製実習を⾏う。 

到達⽬標 
４．期限内に仕上げることができる。 
５．縫製基準・縫製使⽤に沿った完成ができる。 
６．取得点数が３５点以上ある。 

授業計画 全縫製・修理の総合実習 

評価⽅法 
出席⽇数×授業時数（１０％）・授業態度×授業回数（１５％） 
実技課題（７５％） １００点満点で６０点以上を合格とする。 

履修上の注意点 実習毎に⽰される事項の予習と復習を必要とする。 

 
 
 


